
心
理
臨
床
の
歴
史
を
振
り
返
る
と
、「
無

意
識
」
は
そ
の
出
発
点
の
一
つ
と
い
え
ま

す
。S.Freud

は
、夢
や
症
状
の
背
後
に
、

意
識
さ
れ
な
い
心
的
過
程
が
働
い
て
い
る

と
考
え
ま
し
た
。
夢
は
「
無
意
識
へ
の
王

道
」
で
あ
り
、
そ
こ
に
は
抑
圧
さ
れ
た
欲

望
や
葛
藤
が
象
徴
的
な
「
暗
号
」
と
し
て

表
現
さ
れ
る
と
さ
れ
て
き
た
の
で
す
。 

し
か
し
20
世
紀
後
半
、
夢
研
究
は
科

学
の
進
展
に
よ
っ
て
大
き
な
転
回
を

迎
え
ま
す
。
レ
ム
睡

＊
１眠

の
発
見
以
降
、 
J.A
.H
obson

ら
は
、
夢
を
「
脳
＊
２幹

か
ら

の
自
発
的
な
神
経
信
号
が
大
脳
皮
質
で
統

合
・
解
釈
さ
れ
た
結
果
」
で
あ
る
と
捉
え

ま
し
た
。
夢
は
何
か
を
隠
し
て
い
る
暗
号

で
は
な
く
、
脳
の
生
理
現
象
か
ら
生
じ
る

ノ
イ
ズ
に
す
ぎ
な
い
と
い
う
立
場
で
す
。

無
意
識
は
、
こ
う
し
て
科
学
の
光
に
よ
っ

て
一
度
は
「
否
定
さ
れ
た
」
か
の
よ
う
に

見
え
ま
し
た
。 

と
こ
ろ
が
、
議
論
は
そ
こ
で
終
わ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
神
経
心
理
学
者M

ark 
Solm

s

の
症
例
研
究
は
、H

obson

の
説

に
重
大
な
疑
問
を
投
げ
か
け
ま
す
。

脳
幹
が
損
傷
し
て
レ
ム
睡
眠
が
消
失

し
て
も
夢
を
見
る
患
者
が
い
る
一
方
で
、

前
＊
３脳
の
特
定
領
域
が
損
傷
す
る
と
、
レ
ム

睡
眠
が
保
た
れ
て
い
て
も
夢
の
報
告
が
著

し
く
減
少
し
、
と
き
に
は
消
失
す
る
こ
と

が
示
さ
れ
た
の
で
す
。

こ
の
発
見
は
、
夢
が
単
な
る
「
睡
眠
状

態
の
副
産
物
」
で
は
な
く
、
動
機
づ
け
や

情
動
に
関
わ
る
脳
の
シ
ス
テ
ム
に
よ
っ
て

生
み
出
さ
れ
る
可
能
性
を
示
し
て
い
ま
す
。

古
代
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ス
ク
レ
ピ
オ
ス
神

殿
で
は
、
治
癒
を
求
め
て
夢
を
待
つ
「
籠

夢
（
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
）」
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
夢
を
、
生
き
る
方
向
を
探
る

営
み
の
一
部
と
し
て
捉
え
る
視
点
は
、
後

述
す
るSEEK

IN
G

シ
ス
テ
ム
を
考
え

る
う
え
で
も
示
唆
的
で
す
。

近
年
のSolm

s

の
理
論
は
、
こ
こ
か

ら
さ
ら
に
一
歩
進
ん
で
い
ま
す
。
彼
は
、

意
識
の
最
小
単
位
を
「
情
＊
４動
（affect

）」

に
求
め
ま
す
。

意
識
の
原
型
は
、
大
脳
皮
質
に
よ
る
言

語
的
・
論
理
的
思
考
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

空
腹
や
痛
み
、
不
安
や
期
待
と
い
っ
た
、

身
体
か
ら
生
じ
る
「
感
じ
（feeling

）」

こ
そ
が
意
識
の
原
型
で
あ
り
、
そ
の
基
盤

は
脳
の
深
部
、
特
に
上
部
脳
幹
に
あ
る
と

考
え
る
の
で
す
。

こ
の
理
論
は
、Jaak Panksepp

の

A
ffective N

euroscience

（
感
情
神

経
科
学
）
と
、
哺
乳
類
に
共
通
す
る
基
本

情
動
シ
ス
テ
ム
の
研
究
に
支
え
ら
れ
て
い

ま
す
。

こ
れ
ら
の
中
で
特
に
重
要
な
の
が
、
中

脳
辺
縁
ド

＊
５

ー
パ
ミ
ン
系
と
深
く
結
び
つ
く

「SEEK
IN
G

シ
ス
テ
ム
」
で
す
。

こ
れ
は
特
定
の
「
快
」
を
得
る
こ
と
そ

の
も
の
よ
り
も
、「
何
か
を
求
め
、期
待
し
、

探
索
し
よ
う
と
す
る
動
き
」
を
生
み
出
す

回
路
で
す
。私
た
ち
が「
面
白
そ
う
」「
や
っ

て
み
た
い
」と
感
じ
て
動
き
出
す
感
覚
は
、

無
意
識
は

ど
こ
に
あ
る
の
か
？

―
夢
論
争
か
ら
情
動
意
識
へ

SEEKING

シ
ス
テ
ム
：

行
動
を
駆
動
す
る
源
泉

京
都
大
学
／
広
島
大
学  

成
田 

慶
一

夢
を
見
る

「
シ
ス
テ
ム
」の
再
発
見

無
意
識
は
「
脳
の
ノ
イ
ズ
」

に
す
ぎ
な
い
の
か
？

「
考
え
る
」よ
り
も
先
に

「
感
じ
る
」意
識
が
あ
る
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こ
の
シ
ス
テ
ム
の
働
き
と
し
て
理
解
で
き

ま
す
。

臨
床
的
に
は
、
生
き
に
く
さ
を
抱
え
た

ク
ラ
イ
エ
ン
ト
に
生
ま
れ
る
微
か
な
好
奇

心
を
、
回
復
や
変
化
に
向
か
う
「
生
命
の

エ
ン
ジ
ン
の
再
起
動
」
と
捉
え
る
こ
と
も

で
き
る
で
し
ょ
う
。

Solm
s

は
、
こ
う
し
た
感
情
神
経
科

学
の
知
見
を
も
と
に
欲
動
理
論
を
再
定
式

「
イ
ド
」の
再
定
義
と
、

自
動
化
さ
れ
る
無
意
識

更
新
さ
れ
る「
生
き
た
無

意
識
」と
と
も
に

化
し
ま
し
た
。
欲
動
と
は
、
無
意
識
の
奥

底
に
潜
む
得
体
の
知
れ
な
い
エ
ネ
ル
ギ
ー

で
は
な
く
、
私
た
ち
が
日
々
「
何
か
を
し

た
い
」
と
感
じ
る
情
動
で
あ
り
、
意
識
の

源
泉
だ
と
い
う
の
で
す
。

こ
こ
で
、
従
来
の
精
神
分
析
的
図
式
は

大
き
な
反
転
を
見
せ
ま
す
。

従
来
、
イ
＊
６ド

は
無
意
識
的
な
欲
動
の
領

域
と
考
え
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
に
対

し
てSolm

s

は
、「
イ
ド
こ
そ
が
意
識
、

す
な
わ
ち
情
動
の
源
泉
で
あ
る
」
と
捉
え

ま
す
。
イ
ド
は
暗
い
地
下
室
で
は
な
く
、

意
識
に
生
々
し
い
実
感
を
灯
す「
光
の
源
」

へ
と
描
き
替
え
ら
れ
た
の
で
す
。

で
は
、
無
意
識
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

Solm
s

は
２
０
２
１
年
の
論
文
で
、

無
意
識
的
過
程
を
、
情
動
と
い
う
意
識
の

背
景
で
働
く
「
予
測
と
調
整
の
自
動
化
」

と
し
て
捉
え
直
し
て
い
ま
す
。

脳
は
、
生
存
上
の
課
題
を
効
率
的
に

解
決
す
る
た
め
、
過
去
の
経
験
に
基
づ

く
反
応
を
自
動
化
し
ま
す
。
無
意
識
と

は
、
情
動
を
調
整
す
る
「
学
習
済
み
の

予

＊
７

測
モ
デ
ル
」
と
し
て
理
解
で
き
る
の
で

す
。こ

う
し
た
情
動
シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
、

日
本
で
も
、Panksepp

の
理
論
に
基
づ

く
心
理
尺
度
（
Ａ
Ｎ
Ｐ
Ｓ
）
を
用
い
、
性

格
特
性
や
自
己
愛
と
の
関
連
を
検
討
す
る

研
究
が
進
ん
で
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う
に
、
意
識
の

基
盤
を
「
感
じ
る
こ
と
」
に
求
め
る
視
点

は
、
近
年
の
神
経
科
学
に
お
い
て
徐
々
に

明
確
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

映
画
『
燃
え
よ
ド
ラ
ゴ
ン
』
でBruce 

Lee

が
語
っ
た
「Don't T

hink, FEEL!

（
考
え
る
な
、
感
じ
ろ
）」
と
い
う
言
葉
は
、

こ
う
し
た
神
経
科
学
的
理
解
と
も
響
き
合

い
ま
す
。
で
は
、
現
代
に
お
け
る
「
無
意

識
の
い
ま
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
姿
な
の

で
し
ょ
う
か
。

こ
こ
で
示
し
た
の
は
、「
無
意
識
の
再

配
置
」
の
一
つ
の
見
取
り
図
で
す
。

無
意
識
と
は
、
情
動
と
い
う
確
か
な
実

感
に
根
ざ
し
て
生
命
を
調
整
し
、
私
た
ち

の
行
動
や
価
値
を
支
え
る
動
的
な
基
盤
で

す
。
夢
は
、
そ
の
情
動
的
な
ド
ラ
マ
が
夜

の
脳
内
で
物
語
と
な
る
一
場
面
と
捉
え
る

こ
と
が
で
き
る
で
し
ょ
う
。

心
理
臨
床
に
お
い
て
重
要
な
の
は
、
精

神
分
析
や
ユ
ン
グ
心
理
学
の
よ
う
な
象
徴

的
解
釈
を
取
る
か
、
神
経
科
学
的
な
還
元

を
取
る
か
と
い
う
二
者
択
一
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ク
ラ
イ
エ
ン
ト
が
語
る
「
意
味
」

と
、
そ
の
背
後
で
働
く
「
神
経
過
程
」
の

双
方
を
視
野
に
入
れ
る
こ
と
で
す
。

無
意
識
は
否
定
さ
れ
た
の
で
は
な
く
、

よ
り
生
命
の
リ
ア
リ
テ
ィ
に
近
い
形
で
更

新
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
夢
論
争
を
経
て

浮
か
び
上
が
る
の
は
、
無
意
識
を
め
ぐ
る

問
い
が
、
い
ま
な
お
臨
床
の
最
前
線
に
息

づ
く
現
在
進
行
形
の
テ
ー
マ
で
あ
る
と
い

う
事
実
な
の
で
す
。

無
意
識
の
い
ま

特
集
2

情動システム 主な役割・機能 日常での
「感じ（実感）」の例

SEEKING（探索）何かを探し求め、期待する。意欲の源。 「面白そう！」「もっと知りたい！」

FEAR（恐怖） 危険を察知し、身を守る（逃走）。「怖い！」「逃げ出したい！」
RAGE（怒り） 邪魔なものを排除し、自分を守る。「むかつく！」「ふざけるな！」
LUST（性欲） 種の保存、生殖に関わる欲求。「近づきたい」「触れてみたい」

CARE（世話） 弱きものを守り、育む。
共感・共鳴 「守ってあげたい」「可愛い」

PANIC/SADNESS
（悲しみ） 孤独への不安、別れの痛み。 「寂しい」「一人にしないで」

PLAY（遊び） 仲間との交流、身体的な喜び。「楽しい！」「わはは！（笑い）」

基本情動システムの一覧表

●
用
語
解
説　

＊
１　
レ
ム
睡
眠
：
眼
球
運
動
が
目
立
つ
睡
眠
段

階
。
夢
は
レ
ム
睡
眠
以
外
で
も
生
じ
る
。

＊
２　
脳
幹
：
呼
吸
や
心
拍
な
ど
生
命
維
持
に
関

わ
る
脳
深
部
。

＊
３　
前
脳
：
大
脳
半
球
と
そ
の
深
部
構
造
。
認

知
、
動
機
づ
け
、
情
動
に
関
与
す
る
。

＊
４　
情
動
（affect

）：
身
体
状
態
に
根
ざ
し
た
、

思
考
以
前
の
主
観
的
な
「
感
じ
」。

＊
５　
中
脳
辺
縁
ド
ー
パ
ミ
ン
系
：
探
索
や
期
待

を
駆
動
す
る
神
経
回
路
。

＊
６　
イ
ド
：
本
能
的
欲
求
の
源
泉
と
さ
れ
る
心

的
構
造
。

＊
７　
予
測
モ
デ
ル
：
経
験
か
ら
状
態
を
予
測
し
、

誤
差
を
調
整
す
る
仕
組
み
。
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